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芳 流 (kaoru ) 
https://www.pixiV.ne び novel/show.php?id=19110656 
ダイ の 大 冒険 ヒュ ンマ , ヒュ ン ケ ル , マ ァ ム , 原作 終了 後 , 勇者 アバ ン と 獄 炎 の 魔王 


ヒュ ンマ アド ベン ト 用 に 書い た は ず だ っ た ん で す が ..…… 間に合わ な 
か っ た の で 、 さ ら に 1 シー ン 足 し て 、 ち ょ っ と 長め の 話 に し まし 
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ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 に 移住 し て 初め て の 冬 で す 。 

獄 炎 登場 の マ ア ム お じい ちゃ ん が 出 て きま す 。 

特に 、 1 ペー ジ 目 は 、 以 前 書い た 「 慌 悔 」 ilus96004367 の 発展 形 に 
な り ま す 。 


な お 、 こ の キャ ンド ル は 、 実 在 し ます 。 世俗 化し て いる と も 見 まし 
た が 、 信 仰 の 対象 で も ある よう で す 。 


Table of Contents 


内 待 降 即 の 和 火 


待 降 節 の 灯火 


静まり返っ た 室内 に 、 灸 の 火 が 揺 ら め いた 。 

テー ブル の 中 央 に は 、 煽 台 に 乗せ られ た 虐 炉 が 1 本 、 炎 を 揺らし 
な が ら 影 を 投げ か け て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は テー ブル の 上 で 両手 を 組ん だ まま 、 宮 々 と 話 を 続け 
で だ 。 

淡々 と 語ら れる その 内 容 は 、 己 の 半生 で あっ た は ず な の に 、 何 の 
感情 も 交え ぬ ま ま 、 た だ 事実 だ けが 並べ られ て いっ た 。 両手 に 視線 
を 落と し た 彼 の 表情 は うか が い 知 れ な か っ た が 、 時 折 揺 れる その 声 
色 が 、 彼 の 心情 を 物語 っ て いた 。 

アリ アム は 、 そ ん な 彼 を 視界 に 映し な が ら 、 黙 っ て その 語り を 間 
いて いた 。 

ネイ ル 村 の 神父 で あっ た アリ アム で ある が 、 い ま は その 職 を 後進 
に 譲り 、 隠 居 し て いる 身 で あっ た 。 

神父 で あっ た 頃 か ら 、 こ うし て 、 村 人 た ちの 話 を 黙っ て 聞い て い 
る こと は 、 よ く あ っ た 。 

だ が 、 ヒュ ン ケ ル の 口 か ら 語 られ た その 内 容 は 、 こ れ ま で 村人 た 
ちか ら 聞 いて いた どの 物語 より も 、 格 段 に 重く 苦し いも の だ っ た 。 
や が て 、 吉 葉 が や ん だ 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 い っ た ん 詩 葉 を 区 切る と 、 苦 し 気 に 口 を 開い た 。 
よう や く 見 せ た 、 彼 の 心情 だ っ た 。 

「 お 話し た こと は 、 す べ て 事実 で す 。 

これ が 、 俺 の や っ て きた こと で す 。 

マ ァ ム の 祖父 で ある 貴方 に 隠し 事 は し た く な か っ た 。 

その 上 で 、 ご 痢 断 が ある の で あれ ば ・・・ ご 指示 、 い た だ きた 
い 。」 

最後 の 吉 葉 を 口 に する と き 、 ヒ ュ ン ケル の 手 が 、 わ ず か に 震え た 
の が 見 えた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 数 日 前 に ネイ ル 村 に 挨拶 に 来 た ば か り だ っ た 。 花 
の 咲く この 季節 、 春 の 日 差し に 骨 え られ る か の よう に 此 処 に 移住 し 
よう と いう その 時 期 に 、 彼 は ひと り で アリ アム の ト 下 を 訪ね た 。 


マ ァ ム に は 、 こ こ に 来る こと は 話し て いな いと 、 ヒ ュ ン ケル は 
0 ガ /e 

ネイ ル 村 に 移り 住む に あたっ て 、 レ イラ が 、 長老 を は じ め と し た 
村 の 有力 者 た ち に 根回し を し て くれ て いた の は 、 ヒ ュ ン ケル も 知っ 
て いた 。 

レイ ラ が どこ まで の こと を 彼ら に 告げ て いた の か は 、 ヒ ュ ン ケル 
は 聞い て いな か っ た 。 

だ か ら こ そ 、 マ ァ ム に つなが る この 老人 に は 、 す べ て を 話し て お 
く 必 要 が ある と ヒュ ン ケ ル は 感じ て いた 。 

も し 、 前 神父 た る アリ アム が 、 ヒ ュ ン ケル の 受け 入れ に 反対 すれ 
ば 、 レ イラ の 入 力 も 水泡 に 帰す か も し れ な いこ と は 、 彼 も 分 か っ て 
いた 。 

それ で も 、 ヒ ュ ン ケル は アリ アム の ト 下 を 訪ね た の は 、 た だ 、 彼 の 
愛す る 人 の 家族 に 誠実 で あり た いと の 思い か ら で あ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル が 口 を 閉ざす と 、 ア リア ム も 、 し ば らく 沈黙 を 保っ て 
いた 。 

だ が 、 ふ と 虹 粒 に 視線 を 向け る と 、 老 神父 は 、 思 い が け な い | 言葉 
を 口 に し た 。 

「 少 し 、 暗 いね 。 

灯り を 足 そ つか 。 」 

そう 吉 う と 、 ア リア ム は 、 席 を 立っ た 。 虚 を 突 か れ た ヒュ ン ケ ル 
は 、 反 射 的 に 顔 を 上 げた 。 す る と 、 ア リア ム が テー ブル か ら 離 れ 、 
部 屋 を 出 よ うと し た 。 

その 姿勢 の まま 、 ヒ ュ ン ケル と 目 が 合う と 、 ヒ ュ ン ケル を 安心 さ 
せる よう に 、 彼 は 笑み を 浮か べた 。 彼 は 、 ヒ ュ ン ケル に 手 を 差し 出 
し て 、 そ の まま 座っ て いる よう に 、 合 図 を し た 。 

戸惑う ウ ヒ ュ ン ケル が 動け ず に いる と 、 ア リア ム は すぐ に 戻っ て き 
た 。 

そし て 、 テ ー ブ ル の 上 に 、 も う 一 つの 燈台 を 置い た 。 

その 疾 台 に は 、 昌 粒 が 乗せ られ て いた 。 

だ が 、 そ の 由 六 の 色 は 、 ヒ ュ ン ケル に は 見 慣れ な い 色 を し て い 
大 
アリ アム は 、 慣れ た 手つき で 、 も う 1 本 の 螺 玉 に も 火 を 移し た 。 


「 こ の 上 炉 は 、 本 当 は この 時 期 に 使う も の で は な い の だ よ 。 だ が 、 
今日 は これ を 灯 そ うと 思っ た 。 」 

2 本 の 上 虹 六 の 火 が 揺 ら め き 、 大 き な 影 を 投げ か ける 。 

ヒュ ン ケ ル が 不思議 そう な 視線 を 丹 に 投げ か け て いる と 、 ア リ 
アム が 尋ね た 。 

「 初め て 見 た の か な 。 こ の 色 の 上 晶 炉 は 。 

・ は い 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 目 の 前 で 点 さ れ た それ は 、 鮮 や か な 董 色 ( すみ れい 
ろ ) の 由 燃 だ っ た 。 

アリ アム も また 灯火 に 視線 を 投げ か けた まま 、 詩 葉 を 継い だ 。 

「 これ は ね 、 あ る 特別 な 時 期 に 使っ つも の な の だ 。 

この 晶 畑 が 、 こ の よう に 墓 色 を し て いる の は 、 意 味 が ある 。 」 

そし て 、 ア リア ム は 、 今 度 は ヒュ ン ケ ル に 視線 を 向け た 。 ヒ ュ ン 
ケル も また 、 老 神父 の 視線 に 気付 き 、 彼 に 視線 を 合わ せ た 。 

アリ アム は 尋ね た 。 

「 闘志 の 使徒 、 ヒ ュ ン ケル 。 

下方 の 魂 の 色 は 、 紫 だ っ た ね 。 」 

「 は い 。 」 

ヒュ ン ケ ル は うな ずい た 。 

そし て 、 ま た 、 ア リア ム は 虐 炉 に 視線 を 戻し た 。 
「 貴方 の 魂 の 色 が 紫 だ と 聞い た 時 に は 、 私 は 神 の 御 意志 を 感じ た 
よ 。 

貴方 が どう 生き て きた の か は 、 レ イラ か ら も 聞い て いる 。 

その 貴方 を 象徴 する 色 が 紫 な の か ・・・ と 思っ て ね 。 」 

そし て 、 ア リア ム は 、 再 度 、 ヒ ュ ン ケル に 視線 を 合わ せ た 。 老 神 

父 は 、 ま っ すぐ に 、 挫 娘 の 伴 但 と な る 男 を 見 つめ た 。 
「 紫 は 、 層 悔 の 色 な の だ よ 、 ヒュ ン ケ ル 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 小 さく 声 を 上 げた 。 

アリ アム は 、 そ の まま 詩 葉 を つづ けた 。 
「 息 いた か ね 。 

私 も 息 き し 1 たよ 。 8 の その 巡り あわ せ に 喰っ た 。 

何 の 因果 な の か 、 い や 、 こ れ も 神 の 米 配 な の か 、 と ね 。 」 

吉 葉 を 返せ ず に いる ヒュ ン ケ ル に 向かい 、 ア リア ム は その まま 吉 


葉 を つづ けた 。 

「 ヒュ ン ケ ル 、 人 は 紅 、 罪 を 背負 っ て 生き て いる 。 

貴方 は その 罪 が 少し ば か り 大 きく 、 そ し て また 目 に つき や すい も 
の だ っ た 。 

貴方 は 自分 の 過去 を その まま 受け 止め 、 軸 だ と 認め て 生き て いこ 
つと し て いる 。 

それ は 、 そ の 貴方 の 生き ざま 自体 が 層 悔 の 道 な の だ と 、 私 は 思 
つ 。 」 

そし て 、 ア リア ム は 、 神 職 ら し い 吉 葉 を ヒュ ン ケ ル に 示し た 。 

「 貴方 の 生き る 道 は 、 既 に 、 神 が 示し て いる 。 」 

それ は 、 神 父 と し て 生き て きた この 老人 か ら の 、 最 大 限 の 祝福 の 
吉 葉 む の だ と ヒュ ン ケ ル は 気付 いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 依 仰 を 持た な い 。 

幼い ころ か ら 、 彼 は 神 を 信じ る 環境 に は な か っ た 。 

自分 は 神 を 信じ る に 値する 者 で は な い の だ と 、 現 在 の ヒュ ン ケ ル 
吉 思 ら CU だ 

そこ に 、 人 不意 に 己 え られ た 祝福 の 吉 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル は 戸惑っ 
た 。 

神父 で あっ た 男 の 吉 葉 は 、 水 面 に 落ち た 小さ な 二 の よう に 波 八 を 
所 き 、 広 が っ た 。 

そし て 、 そ の 雪が 深く 沈み 、 時 間 を か け 、 ゆ っ くり と 、 そ の 意味 
が ヒュ ン ケ ル の 胸 に 落ち て きた 。 

彼 は 、 う つむ き 、 そ の こと ば を か み し め た 。 

アリ アム は 、 そ ん な ヒュ ン ケ ル を 見 つめ な が ら 、 そ の 柔和 な 瞳 を 
穏やか に 緩め 、 切 な げに 微笑 ん だ 。 

「 私 は ね 、 ま だ 小さ か っ た 央 の 貴方 を 覚え て いる よ 。 ア バン 様 に 連 
れ ら れ て いた ころ の ね 。 

そし て 、 貴 方 と は ぐれ た と 吉 っ て 傷心 し て いた アバ ン 様 も 見 て き 
た 。 

レイ ラ か ら 、 貢 方 が 生き て いた こと を 聞い て 喜ん だ が 、 同 時 に 痛 
まし く 思 っ た よ 。 な ん と いう 過酷 な 道 を 示 ま せ て し まっ た の か 、 と 
ね 。 
これ は 、 少 年 だ っ た 貴方 を 守り 切れ な か っ た 私 た ち 大 人 の 責任 で 


も ある 。 」 
アリ アム か ら の 精いっぱい の 配慮 に 、 ヒ ュ ン ケル は 、 静 か に 首 を 
模 に 振っ た 。 
「・・・ い いえ 。 す べ て は 俺 が 自分 で 選ん で きた こと で す 。 」 
アリ アム は 、 ヒ ュ ン ケル を 呼ん だ 。 
「 ヒュ ン ケ ル 。 」 
PA が 、 び くり と 基 え た 。 
「 私 が 貴方 に 望 お むこ と は 1 つ だ け だ 。 
"が か 
その 吉 葉 の 裏 に に 、 ヒ ュ ン ケル は 、 ア リア ム が 見 送っ た 多く の 亡き 
人 の 影 を 感じ た 。 
その 中 に は 、 彼 の 愛す る 人 の 父 の 後姿 も あっ た 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 頭 を 垂れ た まま 、 ア リア ム の 詩 葉 に 賃 い た 。 
そう する こと し か で き な か っ た 。 
ヒュ ン ケ ル の 前 で 、 墓 色 の 器 畑 の 火 が 、 た だ 静か に 揺れ て いた 。 


その 日 の 夜空 は 、 宝 石 寅 を ひっ くり 返し た よう な 満天 の 星空 だ っ 
た 。 

真冬 の 冷た い 空 気 が 空 を 引き 締め て 、 い っ そう 星々 を 鮮やか に 見 
せ て いた 。 

マ ア ァ ム は 白い 息 を 吐き な が ら 空 を 見 上 げ 、 嬉 し そう に つぶ や い 
た 。 

「 加 上 学 NG 雪が 降る の も 素敵 だ け ど 、 こん な が 晴 れ た 夜空 ご も し いい 


妻 の 吉 葉 に 閣 き な が ら 、 ヒ ュ ン ケル は 、 そ っ と 彼女 の 手 を 握っ 
た 。 外 に 出 て わずか な 時 間 し か 経っ て いな か っ た が 、 彼 女 の 指 先 は 
信 だ くら で し 1 ただ 。 

その 手 を 、 ヒ ュ ン ケル は 自身 の 体温 で 温め て いた 。 

握ら れ た 手 の 温 か さ に 気付 き 、 マ ァ ム は 、 夫 を 見 上 げた 。 

「 あり が と う 。 ヒュ ン ケ ル の 手 、 あ っ た か いわ 。 」 

「 今日 は 頑張 っ て くれ た か ら な 。 」 

「 私 ひと り じ ゃ 無理 だ っ た わ 。 母 さん に 教え て も ら っ た し 。 結構 、 


や っ て も ら っ た と ころ も 多かっ た の よ 。 」 


「 十 分 や っ て くれ た さ 。 

それ に 、 レ イラ さん も 楽し か っ た ん じゃ な い の か 。 お 前 と 料理 が 
で き て 。 」 

「 あり が と う 。 」 

ヒュ ン ケ ル か ら の 賞賛 の 吉 葉 に 、 マ アァ アム は 礼 を 述べ て 、 微 笑 ん 
だ 。 


聖 誕 祭 の 夜 、 マ アム は ネイ ル 村 の 新居 に 母 を 招き 、 ヒ ュ ン ケル と 
3 人 で 夕食 を 共に し た 。 と いっ て も 、 昼 間 か ら レ イラ が ふた り の 家 
に 行き 、 母 娘 で 、 聖 誕 祭 用 の ご ち そ つう を 作っ て いた の だ 。 

そし て 、 ひ と し きり 、 デ ィ ナ ー を 楽し ん だ 後 、 ふ た り で レイ ラ を 
見 送っ た の だ 。 ヒュ ン ケ ル は 、 レ イラ に 家 ま で 送っ て いく と 吉 っ た 
の だ が 、 レ イラ は 、 そ れ ほ どの 距離 で も な いし 、 そ ん な に お ば あ 
ちゃ ん じゃ な いわ よ と 尋 談 を 吉 っ て 、 帰 っ て いっ た 。 

そん な レイ ラ を 見 送り に 、 ふ た けり で 表 に 出 て いた の だ が 、 マ ァ ム 
が 満天 の 星 訂 に 目 を 奪わ れ た の だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム の 手 を 握る 己 の 手 に 力 を 込め た 。 

「 寒い な 。 

中 に 戻る か 。 」 

「 つ ん 。 」 

も ちろ ん 、 彼 自身 が 寒かっ た の で は な く 、 マ ァ ム を 気遣っ て の こ 
と だ と いつ こと は 、 マ ァ アム に も よく わか っ て いた 。 


ふた けり で 食卓 を 片付け 終わ る と 、 マ アム は また キッ チン に 戻っ 
た 。 ヒ ュ ン ケル の た め に ホッ トワ イン を 入れ よう と 思っ た の だ 。 く 
つく つと 、 火 に か けた 鍋 か ら 立 ち 上 る シナ モン と クロ ー ブ プ の 香り 
が 、 人 鼻腔 を くす ぐる 。 

マ ァ ム が ヒュ ン ケ ル の た め の ホ ッ ト ワ イ ン を 持っ て ダイ ニン グ 
テー ブル に 戻る と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 ダ イニ ング テー ブル の 上 で 両手 
を 組み 、 目 を 閉じ て いた 。 そ の 彼 の 先 に は 、 4 本 の 揺れ る キャ ンド 
ル の 光 が あ っ た 。 

テー ブル の 上 に は 、 緑 の 葉 や リボ ン 、 松 ば ぼっ くり な ど を 組み 合わ 
せ て 作っ た リー ス が 置か れ て お り 、 そ こ に 4 本 の キャ ンド ル が 立て 


られ て いた 。 

4 本 の キャ ンド ル は ゆら めき 、 柔 ら か な 光 を 投げ て いた 。 

マ ア ム が そっ と ホッ トワ イン の カッ プ を 買 く と 、 こ と り と 小さ な 
音 が 響い た 。 そ の 拍子 に 、 ヒ ュ ン ケル が 顔 を 上 げた 。 

ヒュ ン ケ ル が 何 を し て いた の か 分 か っ て いた マ ァ ム は 、 申 し 訳 な 
さそ つう な 顔 で 彼 に 尋ね た 。 

「 ご めん な さい 、 那 魔 し ちゃ っ た ? 」 


「 い や 。 

あり が と う 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 軽く 首 を ふる と 、 逆 に 、 目 の 前 に 置か れ た カッ プ の 
礼 を 述べ た 。 


マ ァ ム も ホッ トワ イン を 持っ て きた が 、 マ ァ ム は 自分 用 に は 、 よ 
!) し っ か り と アル コー ル 分 を 飛ば し て いた 。 

ヒュ ン ケ ル が ホッ トワ イン で 体 を 温め て いる と マ ァ ム は 、 テ ー プ 
ル の 上 の キャ ンド ル を 見 つめ な が ら 、 ぼ つり と つぶ や いた 。 

「 もう少し し た ら こ れ も 片 付け な いと ね ・・・。 

待 降 節 の 間 は 賑やか だ っ た けど 、 明 けち ゃ うと 寂し く な っ ちゃ っ う 
の よね 。 」 

キャ ンド ル が 立て られ て いる の は 、 ア ド ベ ント リー ス と 呼ば れる 
も の で あり 、 里 誕 祭 まで の 4 週間 で ある 待 降 節 中 に 飾ら れる も の 
守 き だ 。 

聖 誕 祭 まで の 4 週間 、 日 曜日 が 繰る 毎 に 、 1 本 ずつ キャ ンド ル に 
火 を 点 し て ゆき 、 聖 誕 祭 ま で に は 、 す べ て の キャ ンド ル の 炎 が 揺 ら 
めく の だ 。 

ヒュ ン ケ ル も キャ ンド ル に 目 を や りな が ら 、 マ ァ ム に 尋ね た 。 

「 いつ 片付け る ん だ ? 」 

「 年 明け 、 少 し し た ら ね 。 1 月 6 日 か な 。 」 

「 決ま つて いる の か 。 」 

貞 r oo 

聖 誕 祭 期間 の 終わ り に ね 。 」』 

そう 土 い な が ら 、 マ アム は 、 ア ルコ ー ル の ほとん ど な く な っ た 
ホッ トワ イン を 日 に 運ん だ 。 

大 魔王 と の 戦い が 終わ っ て 数 年 間 を カー ル の アバ ン の 下 で 過ごし 


て いた ヒュ ン ケ ル は 、 加 誕 祭 や 待 降 節 の 曽 慣 は ある 程度 理解 し て い 


た 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 カ ー ル で の 日 々 を 思い 返し な が ら 、 マ アァ ム に 尋ね 
た 。 
「 こ の 地方 の キャ ンド ル は この 色 な ん だ な 。 」 
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「 マ ァ ム が ロモ ス の 城下 で これ を 買っ た と き に は 、 少 し 驚い た 。 
こっ ち で は この 色 な の か と 思っ て な 。 」 

「 カール は 違っ た ? 」 

「 ああ 。 キ ャ ンド ル の 色 が 違っ た 。 

白 か 赤 だ っ た な 。 」 

「 そう つ な の ね 。 」 

マ ァ ム は ヒュ ン ケ ル の 話 を 聞き な が ら 、 キ ャ ンド ル に 視線 を 戻し 
た 。 

90 の 9 ドル は 、 沙 ち 着 いた 攻 色 。 

待 降 人 節 に し か な いそ の 色彩 が 、 炎 の 影 を 受け て 、 独特 の 雰囲気 を 

本 し 出 し て いた 。 

する と 、 少 し し て 、 マ ァ ム が 吉 い に くそ うに 、 喜 葉 を 漏らし た 。 
「 待 降 節 の キャ ンド ル っ て 、 520 私 も お じ 
いち ゃ ん に の 

前 は 何 の 不思議 も や な か っ た ん だ けど ・ 

マ ァ ム の 祖父 で ある アリ アム は 、 ネイ ル 村 の 神父 ^ だ っ た 。 教会 で 
の ミサ を 取り 仕切 り 、 村 人 た ち に 訓 話 も 授け る 。 

アリ アム は 、 人 孫娘 で ある マ ァ ム に 、 幼 いこ ろか ら 、 よ く 聖 誕 祭 の 
物語 を 聞か せ て いた 。 だ か ら 、 も と も と 、 こ の キャ ンド ル の 意味 に 
つい て は 、 マ ァ ム は よく 知っ て いた し 、 そ こ に 違和感 も な か っ た の 
だ 。 

いま まで は 。 

マ ア ァ ム は そこ で 言葉 を 区 切っ た 。 

な か な か 次 の 吉 葉 が 出 な い 彼 女 に 、 ヒ ュ ン ケル が 尋ね た 。 

「 どう か し た の か ? 」 

マ ァ ム は 、 手 の 中 の マグ カッ プ を 弄 び な が ら 、 視 線 を 落と し て い 
た 。 類 が ほん の り と 赤 ら ん で いる 。 マ アム の ホッ トワ イン は 、 ほ と 


ん ど ア ルコ ー ル が 入っ て いな か っ た は ず だ っ た の に 。 
・ だ っ て 、 な ん か 、 ヒ ュ ン ケル みた いで ・・・。」 
Si 
ヒュ ン ケ ル は 意味 が 分 か ら ず 、 戸惑っ た 。 
彼 が 吉 葉 を 返せ ず に いる と 、 マ ァ ム は 、 視 線 を マグ カッ プ に 落と 
し た まま 、 忠 いた 。 
「 ヒュ ン ケ ル の 魂 の 色 っ て ・・・ 紫 だ っ た じゃ な い ? 
だ か ら 、 紫 色 の キャ ンド ル 見 る た びに 、 ヒ ュ ン ケル の こと 思い 出 
し ちゃ っ て ・・・。 」 
そう 語る マ ァ ム の 類 は 、 先 ほど より も 赤 ら ん で いた 。 
突然 、 マ ァ ム に 自分 の こと を 語ら れ 、 ヒ ュ ン ケル も 区 い た 。 だ 
が 、 くす ぐ っ た くも 、 胸 が 温か し 1。 
「 俺 の こと を 考え て くれ て た の か 。」 
つの て て うき マ 。 コ 
マ ア ム は いっ そう 恥ず か し 気 に 顔 を 下 に 向け て いた 。 ヒ ュ ン ケル 
の 方 を 見 る こと も で き な い よう だ 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 沙 ち 着 いた 声 で マ ァ ム を 呼ん だ 。 
「 マ アム 。 
4 本目 の キャ ンド ル だ け 色 が 違う な 。 」 
話題 が 変わ っ た せい だ ろ つ か 、 マ ァ ム は よう や く 顔 を 上 げた 。 
彼女 の 前 で 、 4 本目 の キャ ンド ル が 炎 を 揺らし て いた 。 
その 色 は 、 薔 薇 色 。 
マ ァ ム は つ な ず いた 。 
上 つん 。 つよ よ 。 
誕 祭 前 の 日 曜日 に つけ る の 。 愛 を 表す ん で すっ て 。 」 
y ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム の 髪 に そっ と 触れ た 。 
衣 先 で 揺れ る マ ァ ム の 桃色 の 髪 が 、 ヒュ ン ケ ル の 長い 指 に か ら め 
と られ た 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム の 髪 を 絡め た 指 を 軽く 引き 寄せ る と 、 彼女 
を 見 つめ な が ら つ ぶ や いた 。 
「 お 前 の 髪 「 」 
1 半 と 信 eo) 8 
今度 は マ ァ ム が 戸 う 番 だ っ た 。 


コ 


驚く マ ァ ム を 気 に せ ず 、 ヒ ュ ン ケル は その まま 吉 葉 を つづ けた 。 
「 乃 か ・・・。 

お 前 の 魂 の 力 だ な 。 

お 前 らし い キ ャ ンド ル だ 。 」 

の 26. お 1 
「 俺 も 、 こ れ を 見 る た びに 、 お 前 を 思い 浮か べ て いた 。 」』 

「 え ええ えつ ・・・! 」 

マ ァ アム は 、 先 ほど より も 数 段 、 顔 を 赤らめ 、 両 手 で 類 を 緒 っ た 。 
その 拍子 に に 、 す る り けり と 、 ヒ ュ ン ケル の 指 か ら 、 マ ァ ム の 薔薇 色 の 髪 
が すり 抜け た 。 

ヒュ ン ケ ル が 、 幾 分 、 意 地 の 悪 い 笑 み を 浮か べた 。 

「 何だ 、 気 付い て な か っ た の か 。 」 

5 衝 。 宇 然 * や 。 

「 レイ ラ さ ん も 、 こ の キャ ンド ル を 見 る と 、 口 カ さ ん と マ ァ ム を 思 
い 出 す と 吉 っ て いた ぞ 。 」 

マ ァ ム は 遠い 日 の 記憶 を 思い 起こ し た 。 

そう 吉 え ば 、 マ ァ ム が 子ども だ っ た 【 頃 、 レ イラ が 待 降 節 の キャ ン 
ドル を 見 な が ら 口 カ を 思い 出す と 吉 っ て いた こと が あっ た 。 

よく 考え れ ば 、 そ こ か ら 口 カ に 似 た 自分 の 髪 色 を 思い 浮か べ る こ 
と は で きた は ず な の だ が 。 

マ ア ム は 、 全 くそ こま で 思い 至っ て いな か っ た 。 

「 じゃ 、 じ ゃ あ 、 母 さん は ・・・。」 

アバ ン の 使徒 の 物語 は 、 す で に あちこち で 語ら れ て いた 。 当然 、 
その 中 に は 、 ミ ナカ トー ル の 五色 の 光 の エピ ソー ド も 含ま れ て い 
た 。 

レイ ラ が 知ら な い は ず が な し り 。 

マ ァ ム は 、 上 手 く 吉 葉 を 継げ な いか の よう に 口 を ば くば ぱく と さ 
せ 、 狼 狼 し て いた 。 

の まつ の ャ 。 

私 と ヒュ ン ケ ル の 色 で 飾っ ちゃ っ て た みた いじ ゃ な い ! ! 」 

マ ァ ム の 動揺 を 目の当たり に し 、 ヒ ュ ン ケル は お か し そう に 笑い 
を か み 終 し て いた 。 

そん な 彼 に 、 マ ァ ム は 、 必 死 で 訴え か けた 。 


「 ヒュ ン ケ ル 、 来 年 の 待 降 節 は 白い キャ ンド ル に し まし ょ う 。 』 
「 い や 、 ダ メ だ 。 

来年 も これ と 同じ だ な 。 」 
「 ヒュ ン ケ ル ! 」 

ひと こと で 拒否 され 、 マ ァ ム は 困り 果て た よう に 夫 を 呼ん だ 。 

だ が 、 ヒュ ン ケ ル は 、 再 度 、 マ ァ ム の 髪 に 手 を 伸ばし 、 彼 女 の 髪 
を 指 に 絡め た 。 そ し て 、 そ っ と 、 そ の 髪 の 房 に 口づけ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 愛 お し そう に 彼女 を 見 つめ な が ら 、 い た 。 

「 こ の キャ ンド ル の 意味 は 、 ア リア ム 様 に も うか が っ た 。 

俺 に は 思う と ころ が ある が 、 そ れ よ り も 、 こ れ を 見 て 、 お 前 が 俺 
を 思い 浮か べ て くれ る の が 嬉し い 。 」 

そし て 、 彼 は 、 熱 っ ぱい 視線 を マ ァ ム に 向け る と 、 嘱 く よ う に 、 
マ ア ァ アム に 尋ね た 。 

「 マ アム 。 

今日 、 こ の 先 は 、 お 前 を 独り 占め し た い 。 」 

そう 語る 彼 の 眼差し が 、 そ の こと ば が 、 彼 の 欲す る と ころ を 明確 
に 物語 っ て いた 。 

マ ァ アム は 、 先 ほど と は 異な る 意味 で 顔 を 赤らめ た 。 

そし て 、 マ ァ ム は 、 彼 の 胸元 に 額 を 寄せ る と 、 消 え 入 り そ う な 声 
で 、 答 え を 返し た 。 
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その まま 、 マ ァ ム は 、 彼 の 痛 に 腕 を 回 し た 。 

彼女 も また 、 自 分 の 育 に 、 彼 の 腕 の 感触 を 感じ た 。 
「 交 愛 の 使徒 だ っ た な 、 お 前 は 。 

だ が 、 い いま は 、 お 前 の 愛 を 独占 させ て くれ 。 」 

そつ 吉 う と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 3 本 の 甘 色 の キャ ンド ル の 灯 を 吹き 
消し た 。 

1 本 だ け 残 され た 薔薇 色 の キャ ンド ル の 灯 が 、 彼 の 視界 に 揺 ら め 
いた 。 そ の 小さ な 灯火 を 見 つめ な が ら 、 ヒ ュ ン ケル は 愛 お し 気 に 微 
笑 ん だ 。 

いつ か 、 ア リア ム に 聞い た 吉 葉 が 、 脳 裏 に 交 る 。 

ー 董 色 の 頻 糧 は 、 層 悔 の 証 。 
だ が 、 こ れ は ね 、 愛 を 示す 上 粒 に 軸 が る の だ よ 。 


薔薇 色 の ね 。 

ヒュ ン ケ ル の 目 の 前 で 、 薔 薇 色 の 光 が 揺 れ て いた 。 

「 名 残惜し いな 。」 

そし て 、 彼 は 、 愛 を 表す 最後 の 1 本 の キャ ンド ル の 灯 も 吹き 消し 
7 だ 。 

次 は 、 彼 が 腕 の 中 の 妻 に 愛 を 表す 番 だ っ た 。 


